
V. まとめ

1. 岩ヶ平刻印群No.19刻印石の意義

今回の調査では、徳川大坂城関連の遺構・遺物は刻印石 1(岩ヶ平No.19) と刻印石 2(岩ヶ

平No.62)のみで、大坂城再築にかかわる近世初頭の石材採掘遺構は検出されなかった。しかし、

刻印石 1 (岩ヶ平No.19)は上面に巨］・ロ、西側面に8と計 3個の刻印が確認され、本文でも

記したように前者は小浜藩京極家、後者は鳥取藩池田家の刻印と推定される。

一石に複数の刻印が刻まれた資料はこれまでにも多数確認されているが、このように一石の

別面に異なる藩の刻印がみられる例は、従来の採石場調査の中ではまったく知見になかった。

ところが、 1988年に確認された呉川遺跡出土石材のうち 2号石材と 3号石材（いずれも調整

石）で、初めて複数藩刻印をもつ例を確認した。すなわち 2号石材では播磨赤穂藩池田家百と

帰属藩不明の区皿、 3号石材では松江藩堀尾家の8と長州萩藩毛利家の5二がそれぞれ別面に
刻まれており、 二つの藩の間で石材の放棄・譲渡・売買など所有権移動のあったことが推定さ

れた。さらには、小浜藩京極家の薗薗刻印をもつ石材（調整石）も含めてほぼ同所より出土した

ことから、少なくとも運搬工程において複数の藩による協業が行われていた可能性も考えられ

た〔森岡・古川 1992〕。

この呉川遺跡例は、船積み前の集石場と考えられる海浜部での出上であり、採石場そのもの

で一石に明瞭な複数藩刻印をもつ資料はやはり知見になかった。したがって、今回調査した岩ヶ

平No.19刻印石が最初の確認になるわけであるが、本調査の終了後、南に隣接する山林（六麓

荘町 74番地 2・3および 72番地）において筆者の自主調査としておこなった刻印石分布調査

でNo.19刻印石と同じ回・◎の刻印が同一面に刻まれている例を確認した (No64写真 5)。

さらにこの山林内では、烏取藩関係のものであることが明らかな伊木三十郎刻印 3石 (No

65・67・70写真 15) と◎一石 (No68)、小浜藩京極家のものと思われNo.19 a刻印と同じ

回を 2石 (No63・69)、所属不明の〇刻印 (No66) の計8個の刻印石を検出した。中でも、

鳥取藩のNo.65とNo.68は小浜藩のNo.69を隣接して挟む位置にあり、加えてNo.19・No. 64の

南側にあってあたかも尾根上に並ぶような位償関係をもっている。そして、この尾根より西側

の小谷筋では明白な烏取藩関係の刻印は確認することができず、これまで所属藩を明らかにで

きていなかった④ が圧倒的に優勢な分布 (9個ーNo.6・12・13・24・25・48・53・54・ 

58) を示し、逆にこの＠）が尾根より東ではまったく認められないことから、 二つの藩の採石

領域の境界線がこの尾根筋に存在していた可能性が考えられる。

もう少し範囲を広げて刻印分布状況を検討すると、伊木三十郎刻印のうち最も南に位置する

六麓荘町 101番地のNo3 5・3 6・3 7 (写真 10・13・9) から北西方向の尾根に向けて、同じく

伊木刻印のNo.67・70・65があり、その北西尾根筋に回と8を併存するNo.64・19が存在す
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る。さらに北西方向をみると、六麓荘町 39番地では8をもつNo52が東、＠）を刻むNo.53が
西に隣接し、もう一区画北西側の六麓荘町 28番地でも、伊木刻印のNo.46と8のNo47が東、
④のNo12(写真 12)が西に相接して確認されている。このように見ると、南の六麓荘町 101

番地から北の 28番地まで、明らかに一本の線上に並んで領域境界を示しているとみられ、 No

19刻印石はまさにその境界上に存在していると言えそうである。

ちなみに回の刻印は、口と共にこれまで西宮市苦楽園五番町周辺でのみ検出されており、

この付近が小浜藩の採石領域であろうとの推定していた。 一方、今回調査地の西側、 芦屋大

学・芦屋学園短大の所在する谷筋は、前述のように所属藩不明の＠（写真 6) が優勢で、な

おかつ別種刻印の積極的な分布がみられないことから、芦屋学園短大の学舎を中心とする南北

600m程の範囲は、ある一藩の占有採石領域ではないかと推定していた。残念ながら＠）は大

坂城で検出されていないことから、それがどこの藩かを明らかにすることができなかった。た

だ、現芦屋大学構内より移設したと伝えられるNo.26の隠薗は明らかに小浜藩のものであるため、

④ も小浜藩の刻印ではないかとも考えた訊闘は原位置を保たないNo.26のみの検出である

ため、確信を持つにいたらなかった。

今回 No.19とともにNo.63・64・69で回を検出し、それらの所在する小尾根筋に北西ー南

東方向の採石領域境界を推定してみると、やはり＠）も回と同じ小浜藩の刻印と推定すること

ができそうである。つまり、この採石領域境界は西の小浜藩と東の鳥取藩を分けるものである

ことが明らかになったといえよう。 No19の回と8は、ここがその境界上にあたることを示
していたわけである。

岩ヶ平刻印群全体での確認刻印石数が 40に満たなかった 10年程前までは、多種類の刻印が

錯綜する分布状態から複数藩が採石していることは推定されたものの、採石主体や採石領域を

明らかにすることは不可能ではないかと考えていた。しかしその後の調査で刻印石数が飛躍的

に増加し、確認数 70個に達した今日では、刻印種ごとの明瞭な分布偏在性を指摘することが

でき、それが各藩のおおまかな採石領域を示すのではないかと考え得るにまでいたっている。

その概要を記すと、芦屋学園中高部以北の六麓荘町北部から西宮市苦楽園四番町にかけては、

合のみ4個が確認されており出雲松江藩堀尾家の採石領域と思われる。その南東側、西宮市

苦楽園五番町を中心とする地域は、前述のごとく回口が集中し小浜藩京極家の領域であろう。

芦屋学園中高部の西側、南北約 500m ・東西 150m程の範囲は、伊木三十郎刻印 11個と8
◎が合わせて 12個確認されており、明らかに鳥取藩池田家の採石領域である。その西側、

芦屋学園短大の所在する小谷筋の南北 600m程は、やはり前述のように＠）と回鼠隠を代表刻

印とする小浜藩京極家の採石地であろう。さらに西隣は、芦屋大学の所在する長背尾根を境と

して広大な長州藩毛利家の採石場（奥山刻印群K地区）が広がっている〔森岡編 1998〕。北方

の山麓部（字剣谷）は調査が進んでいないので、検出刻印数は少ないが、六麓荘浄水場の北側

で明らかに熊本藩加藤家の刻印と見られる＠と、唐津藩寺沢家の刻印工が確認されており、

この二藩の採石領域が設定されているとみられる。
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以上のように、岩ケ平刻印群では現段階で小浜藩京極家・ 鳥取藩池田家・松江藩堀尾家・熊

本藩加藤家・唐津藩寺沢家の五藩の採石を確認することができる。 一方、六麓荘町南端から岩

園町にかけての岩ヶ平刻印群南部地域では、明瞭に所属藩を確定できる刻印がなく、今のとこ

ろ採石主体・領域を明らかにし得ない。

2. 近世末から近代の採石遺構について

今回検出した石材採掘坑 1・2は、近世初頭の大坂城再築に伴うものではなく、近世末から

近代の採石遺構と考えられた。同時期の石材採掘坑は、発掘調査で確認された例は未だ少なく、

芦屋市内では 1998年度の八十塚古墳群岩ヶ平 22号墳の調査に伴って検出されたものがある

くらいである。

しかしながら地表観察では市内の山中・山麓のいたるところで確認され、小型の矢穴を伴う

割石や鋭利な破断面をもつ石屑が散乱するところは枚挙に暇がない。大坂城関連の採石が行わ

れているところ、すなわち石材が地表に多数露出し搬出可能な場所では、手当たりしだいに採

石しているとさえいえる。奥山刻印群の分布する標高 400mの山中では、半製品が集積された

場所も確認している。

近世中期以降大きくなった住吉村産出の「銘石御影石」の名声の中で、類似石材を産出する

打出村（岩ヶ平は旧打出村枝郷）・ 芦屋村が、個々の採石規模は小さいながら、いかに大量の

石材を産出したかを示しているわけで、時期は新しいといえども芦屋市の特性を表した貴重な

産業遺構として位置づけることができるであろう。

3. 遺跡地の取り扱い

発掘調査の結果、調査区において保存協議が必要となった文化財および遺構は、下記のとお

りである。それぞれについて、現地調査の完了後、工事施工業者を通じて地権者の合意を得、

以下に示すように取り扱いを決定した。

①刻印石 1は矢穴列および刻印a・b・cの3カ所を有する巨石で、今回の建築工事において

支障をきたす場所にあることから、移動や断割を行わず現状保存の取り扱いとした。

②刻印を 1カ所検出した刻印石2については、 工事計画区域に入り、損傷することが明らかな

ため、敷地内の安全な場所に移設し、庭石として保存を図る取り扱いとした。

⑤採掘坑 1・2については、工事により損壊が避けられないため、記録保存することで合意を

みた。

また、工事の開始に際しては、市教育委員会の方に連絡するよう申し入れ、 一部は工事立会

に関する協力を要請した。 （森岡秀人・古川久雄）
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写真図版



調査前全景

（南西から）

刻印石 1とII区発掘前

（南西から）

l区発掘前

（西から）
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l区地山面検出状況

（西から）

I区北壁土層断面

（南西から）

I区北壁土層断面

（東から）
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II区完堀 石材採掘坑 1・2検出状況（北東から）

II区完堀 石材採掘坑 2検出状況（北東から）
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Il区南北畦 土層断面（南西から）
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II区全景と南壁土層断面（北西から）



II区石材採掘坑 1

小割石出土状況

（西から）

11区石材採掘坑 1

小割石出土状況

（南西から）

JI区石材採掘坑 2

小割石出土状況

（北から）
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.. z 
刻印石 1 全景（東から）

刻印石 1 全景（北から）



m区地山面検出状況
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刻印石 1 全景（南西から）と刻印 b



刻印石 1

刻印 a

刻印石 1

刻印 c

刻印石 1

矢穴痕
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刻印石 2近景

（北西から）

刻印石 2近景

（北東から）

刻印石 2

刻印部分
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II区石材採掘坑 1

出土小割石

II区石材採掘坑 2

出土小割石

JI区石材採掘坑 2

出土小割石

図
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12



的◎〇◎〇◎あとがき〇炉〇記玲0

採石場の発掘調査は、敷地全体を射程に入れ、未曾有に出てくる石塊・巨石群の

中から自然に転落したもの、人びとが動かしたもの、石エが手を加えたものなど一

石一石を入念に調べ、江戸時代初期にこの山林・台地に立ち入った労働者の涙ぐま

しい作業のようすを考えながら地道に、堀り進める日々の連続である。

ただ、今日、調査も積み重ねられ、採石地での専用的な石切丁場を実に巧みに分

け合った諸大名の具体像も判明しつつあり、六麓荘町の高級住宅地にも大坂城に関

わる歴史の息吹をなにがしか感じられるようになった。 NHKの大河ドラマに登場

するような大名たちのかかえた石エ衆がどのようにしてこの土地で境界区分まで

してエ役したのか。暗中模索の域を脱し、史実のいくつかを本書において指摘でき

た点を今は満足し、向後の研鑽を約したい。

（森岡秀人・古川久雄）

表表紙写真► 刻印石 1 (岩ヶ平刻印群 No.19)全景。上面の刻印回口は、若狭小浜藩京極家 (92,000石）
のものと見られる。側面には、裏表紙拓影の鳥取藩の刻印があり、当初は小浜藩と鳥取藩の採

石丁場を区分する傍示としての役割を持っていたと思われるが、後にこの石材も利用すべく、

矢穴を入れて割ろうとしたのであろう。矢穴列と下取り線は、小口 80cmx 80cm、長さ 1.8m

を標準とする調整石を割り取ろうとした意図がうかがえる。撮影 古川久雄。

裏表紙拓影► 刻印石 1 (岩ヶ平刻印群 No.19)西側面の刻印拓影 (scalel/5)。◎は、因幡・伯奢を領する
馬取藩池田家 (320,000石）の刻印と思われる。採拓 古川久雄。
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